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．　　　　A！phonse　Daudet　compare　la　restaurati◎n　de　la　langue　provenga！e　par　Mistra1
　　　　　　　注la　recostruction　d’un　beau　pa1ais　par　un　fi正s　de　paysan．　　Seulement，　　cette
　　　　　　　grande　entreprlse　ne　fut　pas　achev（≦e　par　un　seul　6crivain．　　Histor三quement，　1es
　　　　　　　mouvements　litt6raires　en　provengal　continuaient　avant　lui　dans　le　Mid2　et　la
　　　　　　　nature　provengale　6tait　assez　fertile　pour　y　faire　germer　le　grain　du　f（≦librige・
　　　　　　　　　Le　vrai　organlsateur　du　f61ibrige　fut　Roumanille．　　　Plus　qualifi6　que　lui，
　　　　　　　Mistral垣succ6da　pour　Qtre　le　chef　du　nouveau　mouvement　mais　on　doit　bien
　　　　　　　adm．ettre　le　concours　de　tous　les　f61ibres　dans　ses　activit6s　ult6rieures．
　　　　　　　　Des　trois　buts　que　Mistral　se　pr◎posa，　正’essen亡iel　6tait　la　restauration　du
　　　　　　　pr◎vengaL　Voici　pourquoi・　1°：　On　saisit　1’Csprit　par　les　langues　et　les　lettres
　　　　　　　P1us　pr6cis6ment　et　d’une　fagon　pIus　cotinue　que　par　Ies　autres　m◎yens・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ
　　　　　　　20　：　Les　Frangais　estiment　la　conversation　et　les　Provengaux　s’en元vrent　de　leur
　　　　　　　parler　et　en　enivrent　les　autres．　　Pour　ceux－・ci，　　1’efiet　de　la　langue　est　abso！u．
　　　　　　　30　：　L’emplol　du　provengal　6tait　n（飴essaire　pour　r（≦sister　a　la　centralisation：fade
　　　　　　　et　insipide　des　M6ridionaux．　4°lLes　f61ibres　ont　d’abord　fait　appelえ1eurs
　　　　　　　compatriotes・　En　provengal，簸s　pourraient　mieux　exprimer　les　sentiments　de
　　　　　　Ieur　terroir　et　provoquer　une　grande　sympathie　parmi　les　Provengaux・5°：Quant
　　　　　　　aux　f（≦1ibres，1e　provengal　6tait　plus　musica1，　plus　li仕6raire　que　le　frangais．
　　　　　　　　On　a　appe正61e　f61ibrige　une　r6ac亡ion　sans　lendem．ain．　L’unification　des　langues
　　　　　　d’oc　a　6t6　assez　loin　d’atre　r6alis6e　parfaitement．　Le　succhs　de“Mireille”do三t
　　　　　　beaucoup　aux　610ges　de　Lamartine　et義1’op6ra　francis《≦de　Gounod．　　Le　langage
　　　　　・de　Maillane－Avignon　6tait　difficiiement　compl’is　des　autres　M6ridionaux．　Les
　　　　　　Frangais　du　N・rd　n’・nt　guさre　1u　ies・euvres　litt6raires　6crites　en　“patois”・
　　　　　　　　Mais　Mistral　n’6tait　pas　un　simple　exalt6　sans　r6flexion．　D’abord，　toutes
　　　　　　les　grandeS　oeuvres　aピtiStiqueS　sont　naturellement　diffiCi正es　a　go〔1ter　pour　Ceux
　　　　　　qui　n’ont　pas　（元e　conna輌ssances　suffisantes．　　Et　il　est　vrai　que　les　paysans　et
　　　　　　les　bergers　n’ont　pas　beaucoup　lu　ses　1ivres　mais　il　est　aussi　vrai　（lu’euX　et　les
　　　　　　inte1工ectuels　du　Midi　se　sont　passionn6s　en　entendant　ses　po6s1es．　Ses　oeuvres
　　　　　　11’ol）t　pas（≦t（≦un　jeu　de　cabinet　de　travaiL
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　　　　　　　　　Cette　restauration　de　3．a！angue　proven宴ale　stimula　正es　autres　r（≦gions　de　France
　　　　　　　et　des　m・uvements　1ユaquirent　p・ur　acqu6ri吐es　dr・its、　r6gi・naux・・Paris　ne　put
　　　　　　　s’empさcher　d’y　prεter正’oreille．　Maintenant“1a　France　est　un　Etat　fortement
　　　　　　　cent「alis6，　en　voie　de　d6centralisation’　　et　oll　ne　pourralt　nier　la　contribution　du
　　　　　　　f61ibrige　註　ce　penchant．
　　　　　　　　　Mais　le　r6gionalisme　frangais　a　ses　limites　et　n’arrive　pas　au　s6paratisme
　　　　　　　absolu．　　Les　f61ibres，　sauf　quelques　extl’（≦mistes，　ont　servi　la　France　tout　en
　　　　　　　faisant　ressortir　les　caractさres　sp6ciaux　de　leur　terroir．
　　　　　　　　　La　litt6rature　provengale　a（≦t6　bien　accuei1薮e　dans　beaucoup　de　pays（≦trangers
　　　　　　　　（les　pays　de　夏angues　latines　en　particulier．）　oit　le　frangais　et　le　provengal　sont
　　　　　　　a6gale　valeur　comme　langues　6trang｝res．　　Cette　litt〈≦rature　continuera　a＆tre
　　　　　　　estim6e．　Le　fait　que　Mistral　fut　laur6at　du　Prix　Nobel　prouve　bien　l’estimation
　　　　　　　du　f6！ibrige良1’6trangeir．
　　　　　　　　　Mistral　dirigea　un　mouvement　r6actionnaire，　antitさse　qui　aboutirait養une
　　　　　　　synthさse．　M＆me　si　le　f61ibrige　a　perdu　tous　ses　autres　droits，　i！acelui　d’さtre
　　　　　　　une　bonne　litt6rature　rさgionale　m邑me　aujourd’hui．　Et　si　le　travail　des　f61ibres
　　　　　　　s’est　entiさrement　terminc≦，　leurs　oeuvres　valent　la　peine　d’Qtre　6tudi6es．
　　　　　　　　　On　rapporte　que，　dans　les　universit6s　du　Midi　de　la　France，　les　6tudes　des
　　　　　　　langues　et　litt6ratures　r6gionales　sont　trさs　actives　depuis　Plus　de　dix　ans．　Qui
　　　　　　　pourrait　dire　que　ce　soit　un　ph6nomさne　purement　r6trospectif　et　douter　que　cela
　　　　　　　r6su1t良t，　slnon　totalement，　du　mouvement　f61ibr6en？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一
．　　　フランス文黎にV・ささかでも親んだ人なら誰でも知つてゐるアルフォンス・ドーヂーの短篇集
　　　　　　「風車小屋だより」に、その中では比較的人の注意を惹かない「詩人ミス1・ラル」の一篇があ
　　　　　る。まだ若いドーデーが、南佛プロヴァンスの、作者のV・はゆる「風車小屋」滞在中のある日、
　　　　　かねて親いぺ先輩にあたるプロヴァンス語の詩人ミストラル（Mistral）を、その佳むMaillane
　　　　　の村に訪ねる。詩人は新作の長篇叙事詩Ca正endぬに最後の推敲を加へてゐるところ。折からの
　　　　　村の祭を背景に、彼はドーデごに促されて、その一節を、「音樂的な、おだやかな馨で」讃みは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ
　　　　　　じめる。「かつては王妃だちの口に語られた言葉、今はこの土地の羊飼しか解せぬ言葉、四分の
　　　　　三以上もラテン語そのままの、この美しいプロヴァンス語で、　ミストラルがその詩を諦してくれ
　　　　　る間、私は内心との人を讃嘆してゐた。さうして、彼が生まれた．時この祀國の言葉が慶壇の歌態
　　　　　にあったこと、彼がその庭嘘をどのやうに建てなほしたかとV・ふことを思ひあはせ、今もなほア
　　　　　ルピーユ山中に見られる、あのレ・ボ～の王族の古御漸のさまを心に描いてゐた○」その荘麗の
　　　　　宮殿は今は見るかげもない廃祉と攣り、家畜は生ひしげる草の中に餌をあさつてゐる。しかしあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　樋
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る日、一人の農夫の息子がこの冒漬のさまに憤り、軍身、ft．　s’妖精たちの來援だけを求めて、倒
れた塔を引起し、碑けた階段を作りなほし、1教皇や王后の宿つた、その昔の穣閤を建てなぼした。
「この再興せられた宮殿、すなはちプロヴァンス語、農夫の息子こそ、ミストラルである。」
　西暦十九世紀後宇に、地中海に臨んだ南佛Provenceの一角に起つたFelibrigeの蓮動は、
営初の、プロヴァンス語を復興純化せしめ、　これをもって文學活動の具とするところから始まつ
て、後には政治的批曹的に、パilを中心とする北部フランスに封する、廣義のプmヴァンス全緒
（南フランス）の地方的諸樺利の主張となり、更に、國境を越えてイクリア、イスパFア（特に
カタルー一一＝ヤなどの地方）の同志と手を携へて、ラテン民族聯盟の形にまで護展して行つた。南
部フランスー帯、更には鑑に遠いブルターニュやアルザス・ロレーXの地方に、それぞれの土地
に根ざす所謂地方主義（r6gionalisme）の蓮動がさかんになつたのも、あるひはこれら諸地方
がFelibrigeの蓮動と提携したり、それに刺戟せられたりした結果であり、また、　Felibrigeの
入々がそれらの地方に働きかけ、呼びかけた結果でもある。しかし、すべての他の場合と同じく
かうしたFelibrigeの成果は、決して｝s　＿デ～のいふ如くに一勿論le　haデーはミス9・ラルを
して代表せしめたわけであるが一ミストラルー・人の手柄でもなければ、彼の一派だけのなすk
ころでもないのであつた。
　これを霞史的に見るならば、申世にあれほど榮えたプロヴァンスの文化が、北部フランスの政
治的墜迫とその言語（剖ち今日の標準フランス語）の南進とのために、次第に衰微し、その語は
箪なる偲語（patois）となり下つえ：十四世紀乃至十五世紀この方も、この語をもつてする文凄活
動がなかつたわけでは決してない。首都中心のフランス語を以てする文學に劉して、それは一っ
の郷士藝術的な存在ではあつたにしても、各時代それぞれに若干の作家がその譲者や好茎家を南
佛の地に持つてゐたし、特に十九世紀初頭のVマンチスムの憂盛期にはsあたかもVマンチク諸
家が、古典振の文墨に劉抗して、猫創、箪素、清新を求め、民衆のために、民衆とともに仕事を
するのを志とし（賢行においてはともかくも）、從つて各地の地方語や方言を擁護する結果とな
つたために、プロヴァンスの文學も亦中央に知られることとなつた。pマンチスムの大詩人ラマ
ルチーヌは、後にミxFラルのMirさioを激賞することになるのであるが、その以前にも、　Jean
Rebou1や、特に、十九世紀前孚に南佛一帯に名整の高かつたJasminを、最大級の言葉をも
つて讃美してゐる。このやうに、中世に見事な文藥の花を開かせたプロヴァンスの土壌は、その
後藪百年を経る間にもその養分を失はす、Felib「igeの種の芽生えるに十分なだけの肥沃さを持
績けてゐたのである。Felibrigeの一派、特にその中の最大の名であるミxl・プルに、いかに大
きな功績があつたにはしても、その蔭には、中世troubadoursの傳統をぼそぼそながら健氣に
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守つて、その燈を絶やさヂこれに油を注いで來たこの先騒者たちの努力は、十分に認めてやらね
ばならない。
　Felibrigeは、1854、ブPヴァンスのFont－S6gugneに集まった七人の若い詩人たちによつて成立
したのであるが、ちやうど十六世紀のla　PI6iade詩派の七人の中で、他の五人にはるかに越えてn
ンサールとヂユ・ベレ・・との名が残つてゐるやうに、この七人の中で主だつたのは、ミストラル
とRoumanilleとAubane1との三人であつた。中でもこの蓮動の首唱者ともいふべく、その組織
と下準備とに功螢のあつたのは、ROUmani｝1eであつて、　ミストラルではない。ミストラルより
一年年長のAubane1はともかくも、1830kinまれのミス1・ラルに封して、ちやうど一・まはり上の
1818生まれであり、ミストラルの中學校時代の教師であつた（その時代に弟子ミストラルのうち
に自らと同じ志を持つ天才を見出したのが、後のFeli版ige蓮動の緒となつたことは、ミス1・ラル
の磨障Me鋤ri　e　raconte第七章以來この道に著名な事柄であるo）といふだけでなく、Felibrige
以前の彼のプPヴァンス語文皐蓮動に封する経験からV・つても、これは當然のことであらう。そ
れが、一慈の組織の成つたかならぬかに、合議制とはいへ、自ら長く下位に退いて若いミストラ
ルを首領の地位に推すとととなつたのは、むろん後者の群を抜いた大才や統御の資質のためでは
あらうが、Roumanille自身の謙譲の徳をもまた頚せぬわけには行かない。一方Aubane1と
ROUmanilleとはしばしば反目したことがあつた　（例へばレオン・ドーデーのFa吐δmes　et
vivants中に見る）やうだが、それがどのやうな性質のものであつたかは私にはまだよく判らな
ピ。しかしこれを別としては、彼等の仲間は心からの愛情をもつて結ばれてゐたと右のレオン・
ドーデーの中にも述べてあるが、享箕、ミストラルが他の六人のすべてから敬愛せられ、他の六
人力畢ヒの若い首領を助けてその周園に力を合せたことが、どのくらゐ初期のFelibrigeの蓮勃を
効果あらしめたかは、十分に昧つてみてよいことと思はれる。
　Fr6d6ric（Frederi）Mistralほど、その才と業績と人格とがよく釣合ひ、清く、高く、あた
たかく、健全な感じを與へる存在は、世界の文學史にも多くその比を見ない。時人はしばしば波
をゲーテに比較したo（ただし、この「プロヴァンスのゲーテ」といふやうな言方は、「東洋のマ
ンチェスター一」だの、　「日本アルプス」だのといふのと同じく私はあまり好まないが、プロヴァ
ンスの人自麗にとつてはどんなものか。ともかく、アルフtンスもレオンも、親子どちらのドー
デーもにこの言方を引用してゐるo）プロヴァンスのmeinagi6剖ち自作中流農の子で、　Aixの法
科大學を出、生涯按行以外には故郷Maillaneの村を動かす、簡素謙虚な生活にあまんじ、
Felibrigeの頭目として多而な活動をし、　Mi掩io（Acad6rnie　frangaiseの賞を得た）、　Calenda口
以下かすかすの詩や散文の佳蕊漂作を公けにし、プ・ヴァンス・フランス封課の大臨典Tresor
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d6u　Felibrigeを著し、これに封して與へられたノーベル賞金をそつくりつぎこんで、アルルの
市にMuseon　Arlatenをしつらへてプpaヴァンス郷土博物館とした。1814、郷里で永限するま
で、一意専心ただプロヴァンス再興のために捧げたその八十三年にあまる長い生涯は、まことに
ドーデーのいふ如く讃陛に値するものである。しかもフランスの文皐史は、彼及びその一派の丈
學活動がフランス語に依ったものでないためyc　｝一言宇句も鰯れてゐないか、事のついでにほん
の少しばかり言及してゐるのを普通として來た。そのために彼の名はむしろ敏米諸外國で一層高
くさへある。
　ミストラルがプロヴァンス復興を念願したそもそものはピめは、中學校在學の頃であるが、そ
の志を確立したのは、その自蒋第十一章に明かなとぼり、大學の業を絡へて1851、八月に郷里へ
蹄’IV　b父なる人から、将來の職業についてはお前の好む道を選べといはれた時のととであつた。
　「その時…一當時私は二十一叢であつた一一足は父の家の閾にかけ、　目はアルヒ㌧ユ連山の方
に向けて、心のうちに、われから次の決意を固めた。第～には、すべての星校の、いつはりの、
自然に反する教育のもとに壊滅しつつあつたプロヴァンスの種族的感情を再建し、再興するこ
と。第二には、現在恩校といふ賜校が烈しい載の相手としてゐる、この土地の本來の、昔からの
言語を復古することによつて、右の復活を呼起すこと。第三には、天來の詩の流と炎とをもつ
て、　このプPヴァンス語の盛行をはかるごと。」●ぼろげではあつたが↓懐古する今と同じく、
魂の中にこの思ひが捻つてゐた。　「胸をふくらますこの渦巷、　ごのプロヴァンスの簸活の氣の沸
聡に充たされ、いかなる文學上の丈配や影響に封する傾きから鵠｛ξれ、身に翼を與へる猫立の氣
に心強く、この上妨げをなすものは何もないと確信した私IS　、折柄種蒔の季節に、歌ひながら鋤
を押して行く農夫を眺めつつ、ある夕方、飾助を得て、Mirbioの第一唱に手をつけたのであつ
た。」
　若V・ミストラルの立てた、この三にして一、一にして三とV・つてよV・決心、計書に於て、その
原動力をなし、本源的な要素をなしてゐたのは、　ほかならぬプロヴァンス語の復古とその普及と
V・ふことであらう。これを除外しては、他の目的は成就しないはずであった。
何故であるか。総登や彫刻その他の造醒鯛方弧あるひ鴎薬（特に器樂）などに依るので
あるならば、かういふ手段は不必要か、さういへないまでも限られた度合ですんだのであらう
が、ミストラル等の蓮動は、文字に依り、言語に依るそれであつたからだ。しかも、他の方法を
もつてする方がプロヴァンスの人達に封して、一層強烈な、あるひは一縛的に一暦鮮明な印象を
與へ得ることはあつたであらうし、そのためにはその手段方法をも併用することが好ましかっ穴：
のであらうが、しかし、廣く、遠く、周到に、精密に、長期にわたつて、隅々にまでも立入つて
意志表示者の心をそれを受取る者の心にしみこませ、理解させ、それに封する反懸を起させるの
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が言語と文字との効用である限り、との方法は、どの方法か一つを選ぶとなれば、採りうる最上
のそれであつたことは申すまでもない。しかしながら、更に、との方法を以てする蓮動が、特に
それを受取る側のうちに、他の方法に勝つて最も好都合に働く若干の條件と、またこの方法をも
つてしなければ打破出來ない障碍とを持つてゐたことを見逃してはならない。’
　人も知るとほり、フランス人は特に言語を稔び、禽話を重んじ、詮得に長する。フランス語は
こまやかtg　・＝ユアンスに富み、文法的精確さをもつて鳴る。フランス文學がかうしたフランス語
とフランス人との特性に貢断することの大であつたこと、またフランス文學がこの語とこの人と
の特性を最も遣憾なく（善い意味にも悪い意味にも）傳へ、その特性が生みだした最も典型的な
作品となつたことは今更V・ふまでもなV・。しかして、歴史的民族的にみて、北方と南方との二つ
のフランス人とその言語との差は極めて大きいにはしても、結局はプmヴァンス人もまたフラン
ス人の中の一汲であるかぎり、との場合の例外とはなり得ない。更に、イタリア、イスパ＝アなど
の隣接諸國民の例をみても解る如く、南欧人は、　もつと北のヨーロッパの人々に比して、著しく
言語、辮読に長じ、それを重んする。　プロヴァンス人もまた、北方フランス人に比して、　これ
が同じ國民かと思はれるくらゐ、一般に多辮であり、饒舌であり、多彩で華かな言語表現を好む
ことは、前述した父i：’　一一デーが、その多くの著書（タルタラン・ド・タラスコンをはじめとする
タラスmンもの、＝ユマ’eルメスタンその他）で詮く所k’ある。自らの言棄に醇ひ、いつの間に
か自分の嘘に自分が化かされてしまひ、他人もまた化かされる。南佛には一入の嘘つきもゐな
い、南佛人は自ら屋氣模を作りだし、人も自らもその廃となるだけだといふ父｝S　一一デーの滋言
は、割引はして考へねばならないが、偲夢と断定することは出來ない。從つて彼等に封する言語
の効用（文字に表されたものは二の次としても）は絶封的であつた。
　亥にはフランス語（北部擦準フランス語）といふものの勢力である。ミストラル自身もいふ如
く、中世末期以降のフランス語のプnヴァンス浸透は、たとひ自然にまかせてゐても、フランス
の中央集檎の確立に伴つて、もうどうにも仕様のないものとなつてゐた上に、敦育の面で學校で
この言語のみを強制せられることは、これに拍車をかけるものとなつた。プロヴァンスをもつて
昔のやうにフランスに封する一聯邦乃至一凋立國としなレ・限り一二Felibrige蓮動は後にはそ
とまでも、少くとも一部では、目ざしかけ、そのためにフランス國民として非愛國的なものと
の悪口をも浴びたが一標準フランス語が公用語の地位を猶占することは仕方がない。しかしそ
のために、あらゆる鮎で由緒の深く、特色の強く、北部フランスよりはるかに古い文化を持つプ
ロヴァンスの士地が、その言語の頽慶摺滅とともに色も香も失つて、一様の無味乾燥な中央化
（それも歪められた中央化）をかうむるごとは見てゐられない。　（今日の東京文化、大都禽文化
の堆方灘紅、その愚劣な模微とを思ひ比べるがよい。）これを防ぐ第一の手蜘ま、毅育や抱識
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層からは除者にせられたこの土地の言葉を、復活洗練することにあつたわけである。
　　第三には、Felibrigeの活動の少くEも最初の封象は、ほかならぬプnヴァンス人自身、すな
　はちFelibrigeの人々の同郷人であつたといふ自明の事栢である。　これが、プロヴァンスの特色
を他の土地の人々に傳へようとV・ふのなら、標準フランス語をもつてする方ヵ離ヒ較にならないく
　らゐ好都合なことは知れてゐる。何度も引合に出す父ドーデーはパリで、「君の友人のミストラ
ルは、なぜフランス語でものを書かないのだ。1angtie　d’oc（南佛語）を、　patois（但語）を再
興するなんて、室想だよ、夢だよ…’－」と何度もいはれたと記してゐるし、今日一殻のフランス
人や諸外國の人間が、　プロヴァンスとV・ふ士地をそのドーデーの「風車小屋だより」や「タラス
コンものj、もつと有名さは少V・がPaul　Arbneの諸作、もつと新しくはJean　Gi皿oの作晶
などで、しかもそれだけで知つてゐることが多いのも事實である。　これらはV・つれも、プロヴァ
ンス出身の作家が、首都に出て、（その後榔里へ鶴つた場合もあるが）フランス語でものした作
物であり、その中の傑れたものである。他郷に佳み、他の國の人と交はる著者が、自聞の讃者と
同等に、あるひはそれ以上に、他國の該者を相手として、しばしば他郷の自然や人物との封照や
比較において、自郷の事を物語るものである。自郷の風物が、他郷の人にも理解し得る程度に、
多少なりとも解詮的に描かれ、好奇心を呼ぶ程度にその土地の方言が勲綴せられてゐるのを常と
する。かうV・ふ作品は「輸出向の品物」（Albert　Thibaudetカさ「タルタラン」につV・てその
文皐史中にV・つてゐる言葉）としていかにも恰好なものだが、それだけでなく、多少なりとも離
れカ：：地勲から、廣V・観野によつて郷土を見てゐるので、郷土にのみ閉居して他を知らぬ人のもの
に比べて、郷土とその人間とに封する粗察に公亭と正當とを得てゐることも少くない。しかし一
方ではb以上の性質からV・つて一Thibaudetの言に1蹄’ると一あたかも職人が外國人（∂好
みに合せて輸出向の品物を作つてゐる感じがすること、それが、潔癖な、あるひは更に固随な郷
蕪人の間に、一痙の不浦や反感を與へることのなしとしないのは事蟹である。ドー一デーがクルタ
ラン出版後のクラスコンの町での不評判を「パリ三十年」などで語り一尤もこれはドーデーの
ga16jade（冗談）として割引して考へる必要がある一…またミストラルがその自傳の中で、プ
Ptヴァンス封ドーデーの闘係を母獅子封仔獅子にたとへて、後輩の辮護をしてゐる場合などは、
この極端な、また與味ある一例であらう。
　そこで、郷土の人を封象とする以上は、最も純粋な郷土的感情、自らの土地を良くいふにしろ
悪くいふにしろ純粋に郷土人の立場に立つてものを見る氣持で書かれ、いはれたものでなければ
適當ではない。ところで、郷土の人は、特殊な場合のほかは、その土地の言葉でものをV・ふ時に
最も郷±的意識が出て、自らにも他人にも強く働きかけることが出來るものであるから、プロヴ
ァンス人としてはプロヴァンス語を用ひた場合にのみ、フランス語では到底表現出來ない郷土的
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感情が表明出來、郷土の色と香とが同郷の人の胸に眞の共感を惹起すことが可能になる。この故
にミストラルとその一派とは、プPヴァンス語を用ひ、そのプロヴァンス語の中でも、　自分たち
に一番近いMajilane，　Ar玉es，　Avigrloll一帯の土地の言葉をもつて中心とし、とれをもつてそ
の事業完途の道具なり武器なりとなしたのである。
　彼等がこの言葉を使用したのには、もう一つほかの、一・層野心的な考へがあつた。すなはち、
先に皐げたミストラルのV・はゆる第三の事業である。この言藁をもつて立派な文學語とするこ
と、グンテが｛・スtiJ　一一ナの方言を使用して「肺曲」を書き、それが機縁となつてイタリア語の創
造と統一とが行はれたやうに、自分たちの作物を養及させることによつて、数百年の間溝に落ちて
ゐた、泥だらけ濠だらけの一僅語に、その本來の高い姿美しい色を返し與へ、かくしてこれを中
心とする蚕プロヴァンス地方の言語の統一を図ることであつた。
　このやうな雄大な梼想の下に、ミストラルはその同志と手を携へて出衰した。初期の同志はつ
ぎつぎに綴し、あるひは遠ざかつたが、そのあとを継ぐ人々も多く、第一にミストラル簿身が健
康と長蕎とにめぐまれて、1814、八十四裁でこの世を去るまで、これらの人々を指導統率して倦
むととろがなかつたのである。
　佛人東洋學者の妻であil　）　フランス文化一殻について深い理解を持つ村松嘉津夫人｛ま、
Felibrigeの蓮動に同情を寄せながらも、これが歴史の流に背V・たものである’として、「ミスト
ラルの興したFe地rigeの勢力は、結局湾える前のランプの強V、燃えあがりであつたやうSic，Gと
V、ひ、ドーデーやJean　Gionoは、プロヴァンス語を捨ててフランス語を用ひたからこそ、そ
の地方主義が普遍的な影響力を持つたわけだとも蓮べてゐられる。（「プPヴァンス随筆」及び羅
誌「世界文學」の記事o）　その村松女史は、プロヴァンスに住んで、その地の生活を自ら隠験し
た人である。
　Felibrigeの派がその集合の一中心としてゐたAmbroy家のTimol60n　Ambroyは、ミス
1・ラルと同年であり、甫佛人の中でも、深慮のある、輕々しく熱狂しなV・方の型であつたといふ
が、彼はミストラルの天才を十分に認めながらも、Felibrigeは全くの室想であり、明日のない
主張であると考へてゐた。「死んだものは死んだものさ。との村のならはしだつて、もうわしの
若い頃と同じぢやない。わしの年配の人間はもうプPヴァンス語を正しくは話さないし、Mer謹o
やCalendaOを理解することもむつかしXA－i－…君等はレ・くらかでも屡莱縷の犠牲になつてゐる
のぢやなレ・かと心配だOj　（前掲の“Fantmδes　et　vivants”）
　また、ミストラルが、從つてFelibrigeが全フランスの注鼠の的となつたのは、彼が麟じた
M☆ぷoの一㊧が老ラマルチーヌを勃かし（その綾ラマルチーヌは原文に作者自身がつけたフラ
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ンス語の封課の方を主に讃んだらしV・）、ひV・てAcad6mie　fran夢aiseの賞を得たことに始まる
のであるが一中央の文化を排撃したFelibrigeにしても、それが認められるためには、まつ中
央の賞讃を得なけれぱならなかつたのは皮肉である一そのラマルチーヌの一派は、この傑作の
出現によつて、　プロヴァンス語はFelibrigeの主張に從つて統一せられ、昔日の1angue　d’oc
の如く、蚕フランスを二分する勢力を持つに到るであらうと考へた。勿論、Fe正ibrigeに依る語
の統一と復古とに共鳴する者は数多く、プロヴァンスを越えて全南佛に及び、各地に熱烈な同好
の士を集め、イタリア、イスパ・アなどにも到つたことは前述の如くである。しかし、同じ南榛
の語をもつてする文學家の中にも、これに封する綴宇法や語藁その他についての反封塔’は各地に
あり、それらはFelibrigeの熱心な蓮動の結果吹第にそれに同調するやうになつたとはV・へ、や
はり甫フランスの一帯に徹底した統一と普及とはもたらされないで今日に到つてゐる。　Mir已o
にしても、中央に認められたこと、特にGounodのオペラ（むろんフランス語の詞であり、原
作をかなりに歪曲してある）によつて人口に瞼久することがなかつたならば、あれほどの流行を
少くともフ“Pヴァンス以外の地には生まなかつたであらう。その諮擦には、これに績いた
Calendaix以下のミストラルの諸作は一・すべてフランス語との封課版であつたにかかはら一一b
－一 多くかへりみられなかつたのであるから。
　ミス1・ラルの郷土に近い地方の言葉を用ひたことは、それ以外のプuヴァンス各地の語や表現
や、また作者がラテン語その他から作り出した更正語、新語をとれに多く附加したとはいへ、や
はり他のプロヴァンス地方の人々、更にはプロヴァンス以外の南佛の人々にも理解に多少なりと
も困難を感じさせ、これに封する1目心を多少なりとも薄からしめたことは事．實である。V・はん
や、　「イタリア語がイスパ：ア語と違ふほどプロヴァンス語と異つてゐる」（Me泌et）　フラン
ス語地域の人々には猶更であつた。しかもプPヴァンス語をもつて方言であり偲語であると見下
す彼等にとっては、飴程の好事家でないかぎり、全文その語をもつて書かれた作物を、たとひフ
ランス語の封繹があるにしても、讃まうとはしなかつたし、譲んだととろで不完蚕な槻賞しかな
し得なかつたであらう。（この、作者自身のつけたフランス語の封謬の仕方はまた別の問題を提
供する。）
　ミストラルは、公正な剣断を持ち、調和のとれたプランを作り、はるかな見通しを整然と立て
た人であつたとは、彼を障へる者の一様にいふととろ。ならば、それほど理性に富んだ人物が、
いかに面國復興の情熱に燃立つてゐたとはいへ、かいなでのプロヴァンス人のやうに、阜に墜氣
縷を描V・てこれを眞籔ととり遠へ、敢て歴史の歩みに背いた無理な蓮動を起し、あるひはそれに
曳きすられたのであらうか。果して彼の考へたFelibrigeは、消えんとするランプの最後の燃え
あがりといふだけであつたらうか。
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　京都に何十年と催んでも、有名な紙壌祭を一度も見たことのない人もあるし、前後藪年に及ぶ
インISシナ滞在中に、安南料理を食べたのは、お義理にだけただ一度であつたとV・ふ村松女史も
ゐる・閲舗ないへ反鋤光殖があつたのでは・いくら即前にあるものでも・その耳い
姿は捕へられない。
　Car　cantan　que　per　va泣re，δpastre　e　gent　di　mas！（おお牧人や農夫よ、君たちのた
めに¢）みわれらは歌ふが故に）とミストラルはいふ。しかしそのr君たち」は蚕部がミストラル
の作贔を買つたわけではない。今日でもさうであるから、ましてその時代の「君たち」はあまり
本は謡まなかつた。またその「君たち」の多くにとつては、彼の書物は特に高債で手が屈かなか
つたとV・ふこともある。そのために、ミストラルの著作は書齋裡の遊戯とも考へられた。しかし
第一には、いかに大衆のために歌ふものにしても、相當以上の藝術性を持つた作品ならぱ、ある
程度の豫備知識を持ち、受入態勢をも整へなけれぱ、味ふことが出來ないといふことも1蔑宜であ
る。更にtS書物として讃まれるだけでなくbこれは古來の傳統に從つて、口に請せられ、語り簿
へられるのが本來の建前であつたし、その意味では十分にその機能を果したといへる。ミストラ
ルがその詩を口ずさむ時、按宿の料理人はフライパンを手にしてオムレツをおろすのを忘れ、給
仕は酒を客につぐのを止めて誌きぼれた。やがて他の客たちも、宿のあるじも、近所の人々も、
みんなが集まつて來て、一齊に唱和して、感激と昂蕊との渦の竈くこと、しばしばであつたとレオ
ン。IS　ptデーはいふ。卑近な例だが、大者睡『から流行して來た歌謡曲でもさうした情景に人々を
誘ふことはあつても、更に、宿洋磐梯山や佐渡おけさが、それぞれの土地に惹趨す同じ姿の方が
一層郷土の人にその民族感情を鼓舞することにはなり得たはずである。ましてや、Felib項eが
催す時々の大小の集禽に、　プpaヴァンスや南佛の入々がいかに熟狂して集まつたかは隠然たる記
録のしめすkころ。プ1”」ヴァンスを他の土地に紹介するにはフランス語をもつてするもので澤山
かも知れない。　プロヴァンスの入々に何十年かにわたつて、魂のふるさとを見出させるには、ど
うしてもこの言葉が必要であつたのだ。
　tの頑迷なまでの土語復興蓮動は、さきに述べたやうに、フランス各地に刺戟を奥へ、これに
呼慈してそれぞれの地方の梧利を主張する地方主義の蓮動が起つた。プロヴァンスにフランス聯
邦の一部としての地位を與へよといふ馨。更に…部にはもつと進んだ自治を要求する裳は、他の
諸地方の馨と結んで、中央を動かした。幽フランス語に代へてプmヴァンス語を教育用語とするこ
とは出來なかつたとしても、次第に中夫は地方の要求に耳を貸さざるを得なくなつた。かくし
て、1930乃至31に出だドイツのフランス學者Curtiusの「フランス文化概論」の中にも1戦後
のフランス教科書からの引用として、「フランスは地方分襟化の途上にある、叢固な中央集穫の
閲宏である辻といふ働ミ紗ずられ、この地方分櫨の傾向は、フランスの霜貌を一饗させるには、
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なほあまりに若くあまりに漠たる蓮動ではあるが、今日各地に地方的精力の復興が見られ、その
効果が投術的経濟的方面にとどまらず、知的藝術的方面にも亦あらはれてゐることが記されてゐ
る。かういつた地方分樽化の精聯を、歴史の歩みに背いたやうな、ランプの最後の燃えあがりの
やうなFelibrigeの努力が培ふととが大でなかつだと誰がV・へようか。賢際、とのくらゐの強く
ひたむぎな態度をとらなけれぱ、フランスのやうな牢固たる申央集穗國家を動かすことは蚕くむ
つかしかつたに違ひない。
　しかし、フランスの地方分穫には限度があつて、それはFelibrigeの人々といへども大方は心得
てゐたに違ひない。政治上の聯邦化や完全自治にしても、今更とれが中世の昔に掃つて賢現出來
るものとは、彼等といへどもそこまでのはつきりした見通しを持つてはゐなかつたであらう。從
つて分離主義は翼の分離主義とならす、あくまで地方の特長を活かしつつ、全艦の國家に奉仕す
ることとなる。ミストラルは結局よきフランス國民であり、Fe！ibrigeの活動t＃　）結局フランス
に貢断こそしたれ、害にはならなかつたことになる。これを裏書するものは、「私は君の村より
も私の村を、君の地方よりも私の地方を愛するが、フランスを最も愛するのだ。jといふプmヴァ
ンス’詩人の言である。
　「フランスのやうな國は二つの文限を持つてよV・。」この今一つのフランス文阜、すなはちプロ
ヴァンス文學は、北フランスにおV・てとそ前蓮の理由で十分に受けいれられなかつたが、他の外
國においては事情が異つた。語系を一にし、從つて最も理解せられやすい南欧諸國におV・てはも
とより、その他の國においても、結局フランス語もプロヴァンス語もひとしく外國語であつてみ
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れぱ、どちらの作品を讃まうと大した差にはならない。この故にプPヴァンス語文學は、却つて
諸外國に廣く傅へられ、フランス語文星に封する闘心の何分の一かには過ぎなV・としても、各國
にそれぞれの讃者、愛好者を持つたし、今後も持ちうるであらう。ノーベル文皐裳を受けたこと
がその作品の慣値を婚すことにはよしならなくとも、ノーベルの國にまで認められたことは、ミ
ス1・ラルの、從つてFe1品rigeの外國における評債の程度を見るに十分である。
　正、反、合の三段階が公理ならば、その反の部分を受持つたFelibrigeの、從つてミストラル
の役制はこれで明となつた。螢光燈の時代を石油ランプの時代に還すととは出來なくても、ラン
プはランプでまだ存在理由はある。プロヴァンス語文學も、いかに他の使命はなくなつても1立
派な郷土文學として存在する穣利はあるし、現歌におv・ても、それはミストラルの出現以前に比
して、はるかに水準が上つてゐる。さうして、世事すべて絡がある以上、かりにミストラル等の
仕事が完全に過去のものとなつたとしても、彼等の宇世紀以上にわたる活動のあとと、その残し
た業績とを眺めるだけでもFelibrigeの償値はあるではないか。
　アメリカの雑誌Books　abroadの1947夏’の號にJacques　Le　C正ercqなる人の通信になる
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Oc　Letters　and　the　French　UniversitiesとV・ふ文がi設つてゐる。それに依ると、ペタン政槙
時代からこの方、今臼まで地方主義が盛になった一つの例として、南佛諸大皐ではlocal　idiom
とその文塵との研究が隆昌を來したとし、Bordeaux，　Touiouse，　Montpellier，　Aix－enご
Provenceの各大皐における最近の業績を藪多く皐げてある。中でも、　Aixにおいては、1945、
四つの皐位論文がプロヴァンス語について書かれ、近代プmヴァンス文學專攻の學士が二人出
た。Louis　Aragonは、地方の文物に圏するこの熱心さを見て、これはフランスを二つに分割「
するかも知れぬと考へたが、それは彼の悪夢であつた。彼はあの南フランスの詩人の言を忘れた
のだとして、私が先に翠げた「私は君の村よりも・・…・」を引用してこゐ記事を結んでゐる。
　かうした事蜜は、阜に回顧的なものと見なさるべきであらうか。さうしてまた、此の傾向の裏
にも、たとひ幾分かでも、Felibrige蓮動の影響が認められなVであらうか。
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